
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支柱に照明器具等を取り付けるための取付構造であって、
　前記支柱の左右両側面に穿設された係止孔に、前後方向を向く左右１対の係着板の係止
片をそれぞれ係合し、両係着板の前端部に形成された取付部を、支柱の前面において上下
方向に重合させ、この両取付部に、それらが互いに側方に広がらないようにして、照明器
具等の取付金具を固着したことを特徴とする支柱への照明器具等の取付構造。
【請求項２】
　係着板の基部を、前記支柱の形状に合わせて屈曲させて、支柱の表面に当接させたこと
を特徴とする請求項１記載の支柱への照明器具等の取付構造。
【請求項３】
　取付金具が、上下方向を向く の上下部に後方を向く上片と下片とを結合した側面視
後向コ字形をなし、前記上片と下片の対向面に設けられた前後方向を向く案内溝に、前記
取付部の上縁部と下縁部とを嵌合し、かつ、前記 に穿設された通孔に、後端部が上片
と下片の間まで突出するボルトを挿通し、両取付部同士の間に、ナットを前方へ移動不能
かつ回転不能として装着し、前記ボルトをナットに螺合して、ボルトとナットとを締め付
けることにより、前記取付部の前端面に取付金具の を当接させたことを特徴とする請
求項１または２記載の支柱への照明器具等の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、照明器具や書見台やトレー等の取付金具を、支柱に強固に取り付けるための照
明器具等の取付構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図７は、本出願人による特願平１０－１８９０８３号の願書に添付した明細書及び図面に
開示してある新しいタイプの棚装置 (01)を示す。
この棚装置 (01)は、左右１対の上下方向を向く側部材 (02)(02)同士を、左右方向を向く下
桟 (03)、軽作業用の机の天板として用いることができる棚板 (04)及び天板 (05)により結合
したものである。
側部材 (02)の内外両側面には、多数の係止孔 (06)が上下方向に並べて穿設されている。
【０００３】
左側の側部材 (02)における内側の係止孔 (06)には、係着板 (07)の下向係止片 (08)が係合し
ており、係着板 (07)には、上端部に照明器具や書見台（いずれも図示略）を備えるアーム
(09)の取付金具 (010)が固着されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、取付金具 (010)は１枚の係着板 (07)によって支持されるので、係着板 (07)に外力
が加わると、係着板 (07)が容易に曲がってしまい、照明器具等の向きが変わるというおそ
れがあった。
【０００５】
また、係着板 (07)が、棚装置 (01)の内部に向けて突設されているので、係着板 (07)や取付
金具 (010)が棚板 (04)上の載置物の邪魔になる。
【０００６】
本発明は、上述のような問題点を解決するためになされたもので、照明器具や書見台等を
支持するための取付金具を、支柱に対して強固に支持しうるようにした照明器具等の取付
構造を提供することを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明によると、上記課題は、次のようにして解決される。
　 (１ )　支柱に照明器具等を取り付けるための取付構造であって、前記支柱の左右両側面
に穿設された係止孔に、前後方向を向く左右１対の係着板の係止片をそれぞれ係合し、両
係着板の前端部に形成された取付部を、支柱の前面において上下方向に重合させ、この
取付部に、 照明器具等の取付金具を固着す
る。
【０００８】
(２ )　上記 (１ )項において、係着板の基部を、前記支柱の形状に合わせて屈曲させて、支
柱の表面に当接させる。
【０００９】
　 (３ )　上記 (１ )項または (２ )項において、取付金具が、上下方向を向く の上下部に
後方を向く上片と下片とを結合した側面視後向コ字形をなし、前記上片と下片の対向面に
設けられた前後方向を向く案内溝に、前記取付部の上縁部と下縁部とを嵌合し、かつ、前
記 に穿設された通孔に、後端部が上片と下片の間まで突出するボルトを挿通し、両取
付部同士の間に、ナットを前方へ移動不能かつ回転不能として装着し、前記ボルトをナッ
トに螺合して、ボルトとナットとを締め付けることにより、前記取付部の前端面に取付金
具の を当接させる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の第１の実施形態について、添付図面を参照しながら説明する。
なお、従来例と同様の部材には、従来例から「０」を除した符号を付すに止めて、その詳

10

20

30

40

50

(2) JP 3789042 B2 2006.6.21

両
それらが互いに側方に広がらないようにして、

縦杆

縦杆

縦杆



細な説明は省略する。
【００１１】
側部材 (２ )は、前後１対の上下方向を向く角柱 (11)同士を、複数の円柱形の横桟 (12)で連
結するとともに、両角柱 (11)の前面または後面に平面視ほぼ台形の枠材 (13)を固着し、か
つ前後の角柱 (11)及び枠材 (13)の上面間と底面間を、前後方向を向く閉塞板 (14)(14)で結
合して構成したものである。
【００１２】
　角柱 の内外両側面には、多数の係止孔 (６ )が上下方向に並べて穿設されており、角
柱 (11)及び枠材 (13)により支柱 (15)(15)が構成されている。
【００１３】
左側の側部材 (２ )の前側の角柱 (11)と枠材 (13)には、左右１対の係着板 (16)(16)が取り付
けられている。
【００１４】
係着板 (16)(16)は、後端部に互いに内方を向く下向係止片 (17)が形成された基部 (18)と、
基部 (18)の前部に突設された前向きの取付部 (19)(20)とからなっている。
基部 (18)は、下向係止片 (17)を係止孔 (６ )に係合した際に、内側面が支柱 (15)の外周形状
と一致するように折曲されている。
【００１５】
図３に示すように、左側の係着板 (16)の取付部 (19)は基部 (18)の下端部から突設され、右
側の係着板 (16)の取付部 (20)は基部 (18)の上半部から突設され、両取付部 (19)(20)の対向
縁には、それぞれ凹部 (21)(22)が形成されている。
【００１６】
両係着板 (16)(16)の下向係止片 (17)を角柱 (11)の係止孔 (６ )(６ )に係合すると、両取付部
(19)(20)は、隙間 (23)を形成しつつ上下方向に重合する（図３参照）。
【００１７】
(24)は、左右の両側縁部が後方に向かって拡開する当接片 (25)と、当接片 (25)の前面に固
着されたチャンネル状の前向片 (26)とからなる抜け止め部材である。
【００１８】
抜け止め部材 (24)に穿設された上下方向を向くスリット (27)を、取付部 (19)(20)に挿通す
ることにより、抜け止め部材 (24)は係着板 (16)(16)に取り付けられ、当接片 (25)は係着板
(16)(16)に当接する（図４及び図５参照）。
そのため、左右の係着板 (16)(16)が左右方向に広がって、下向係止片 (17)(17)が係止孔 (
６ )(６ )から抜け出すことはない。
【００１９】
正面視Ｈ字形をなすとともに、中心部にナット (28)が埋め込まれた係止部材 (29)は、隙間
(23)から凹部 (21)(22)の間に挿入され、その上縁部の溝 (30)と下縁部の溝 (31)は、それぞ
れ凹部 (22)の上縁部と凹部 (21)の下縁部に係合している（図４参照）。
【００２０】
　上端部に照明器具 (Ａ )が設けられた、上下方向を向く支持軸 (９ )の下端部には、上下方
向を向く (37)の上下部に後方を向く上片 (33)と下片 (34)とを結合した側面視ほぼ後向
コ字形をなす取付金具 (32)が設けられている。
　取付金具 (32)における上片 (33)と下片 (34)の対向面には、取付部 (19)(20)の上縁部と下
縁部が嵌挿しうる案内溝 (35)(36)が設けられており、上片 (33)と下片 (34)とを連結する
(37)には、前後方向を向く通孔 (38)が穿設されている。

【００２１】
　通孔 (38)に から挿入された頭付きボルト (39)は、凹部 (21)(22)内に装着された係止
部材 (29)のナット (28)に螺合されている（図４参照）。
　ボルト (39)を回すことにより、係止部材 (29)は凹部 (21)(22)の前端面まで引き寄せられ
、また、取付金具 (32)は後方に引き寄せられて、上片 (33)と下片 (34)の は、前向片
(26)の に当接する（図４及び図５参照）。
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【００２２】
以上説明した本実施形態によれば、側部材 (２ )に２枚の係着板 (16)(16)を取り付けて、こ
の係着板 (16)(16)に取付金具 (32)を固定するので、仮に、係着板 (16)(16)に強い外力が掛
かったとしても、係着板 (16)(16)が変形するおそれは小さく、照明器具 (Ａ )の向きが変わ
ることはない。
【００２３】
また、係着板 (16)(16)の取付部 (19)(20)や取付金具 (32)が、側部材 (２ )の前方に位置して
いるので、係着板 (16)や取付部 (19)(20)が棚板 (４ )上の載置物の邪魔になることはない。
【００２４】
本実施形態では、支持軸 (９ )の上端部に照明器具 (Ａ )を取り付けているが、図示を省略し
た書見台やトレー等を取り付けることもある（第２の実施形態も同様）。
【００２５】
次に、本発明の第２の実施形態について、図６を参照しながら説明する。
なお、第１の実施形態と同様の部材には同じ符号を付すに止めて、その詳細な説明は省略
する。
【００２６】
左右の係着板 (40)(40)の取付部 (41)(42)は、枠材 (13)の前面において上下方向に重合して
おり、両取付部 (41)(42)には、それぞれ通孔 (43)(43)が穿設されている。
【００２７】
支持軸 (９ )の下端部に設けられた円柱状の取付金具 (44)の後面には、取付部 (41)(42)が挿
通しうるスリット (45)が穿設されており、取付金具 (44)の左右の側面には、スリット (45)
と連通する通孔 (46)(46)が設けられている。
【００２８】
スリット (45)に取付部 (41)(42)を挿通して、通孔 (43)(46)同士を整合させた後、通孔 (43)
(46)にボルト (47)を挿通してナット (48)を締着することにより、取付金具 (44)は係着板 (4
0)(40)に固定される。
【００２９】
この本実施形態によれば、前実施形態と同様の効果を奏する他、構造が簡素化されている
ので、コストを低く抑えることができ、また、取付金具 (44)の係着板 (40)への着脱も容易
となる。
【００３０】
【発明の効果】
本発明によれば、次のような効果を奏することができる。
(ａ )　請求項１記載の発明によれば、支柱に２枚の係着板を固定し、両係着板の取付部の
重合部に、照明器具等の取付金具を固定するので、取付金具を支柱に強固に固定すること
ができ、仮に、係着板に強い外力が掛かったとしても、係着板が変形するおそれは小さく
、照明器具等の向きが変わることはない。
【００３１】
(ｂ )　請求項２記載の発明によれば、係着板の基部が支柱の表面に当接するので、係着板
が支柱に対してがたつくおそれがなくなる。
【００３２】
(ｃ )　請求項３記載の発明によれば、照明器具等の取付金具を、係着板に簡単かつ強固に
取り付けることができる。
【００３３】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態を備える棚装置の斜視図である。
【図２】同じく要部の拡大斜視図である。
【図３】同じく要部の拡大分解斜視図である。
【図４】同じく図２の IV-IV線に沿う拡大縦断側面図である。
【図５】同じく図４の V-V線に沿う拡大横断平面図である。
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【図６】本発明の第２の実施形態の図３と同様の拡大分解斜視図である。
【図７】従来例の棚装置の斜視図である。
【符号の説明】
(１ )棚装置
(２ )側部材
(３ )下桟
(４ )棚板
(５ )天板
(６ )係止孔
(９ )支持軸
(11)角柱
(12)横桟
(13)枠材
(14)閉塞板
(15)支柱
(16)係着板
(17)下向係止片（係止片）
(18)基部
(19)(20)取付部
(21)(22)凹部
(23)隙間
(24)抜け止め部材
(25)当接片
(26)前向片
(27)スリット
(28)ナット
(29)係止部材
(30)(31)溝
(32)取付金具
(33)上片
(34)下片
(35)(36)案内溝
(37)
(38)通孔
(39)ボルト
(40)係着板
(41)(42)取付部
(43)通孔
(44)取付金具
(45)スリット
(46)通孔
(47)ボルト
(48)ナット
(Ａ )照明器具
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(7) JP 3789042 B2 2006.6.21



フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              F21S  4/00, 6/00, 8/08,
              F21V 21/00,21/08,21/10,
              F21V 21/34,33/00

(8) JP 3789042 B2 2006.6.21


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

